
いちかわし農業委員会だより（１）

謹んで新年のお慶びを申し上げます
農業委員会委員一同

農業委員会事務局職員一同
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岡
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二
三
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渡
邊
　

和
昭

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
、
農
家
の
皆
様
方
に
は
農
業
委
員
会
活
動
の
推

進
に
あ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
夏
は
、
記
録
的
な
猛
暑
と
一
昨
年
の
長
梅
雨
と
は

打
っ
て
変
わ
り
、
地
球
環
境
の
変
化
も
心
配
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
川
の
農
業
も
近
隣
地
域
同
様
、
都
市
化
の
進
展
に

よ
っ
て
営
農
環
境
が
悪
化
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
な
ど
で
遊
休
農
地
が
拡
大
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
意
見
を

も
と
に
千
葉
光
行
市
長
に
三
十
二
項
目
の
農
業
施
策
に

関
す
る
建
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
農
家
の
皆
様
の

た
め
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

市
川
市
農
業
委
員
会

会　

長　

田
中　

浩



いちかわし農業委員会だより （２）
　

市
川
市
農
業
委
員
会
は
、
10
月
24

日
、
市
川
市
長
に
建
議
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
建
議
は
、
全
10
頁
に
及
ぶ
も
の

で
す
が
４
つ
の
柱
に
ま
と
め
て
お
り
ま

す
。

１
．
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
の

た
め
に

　


　

農
薬
飛
散
防
止
対
策
の
強
化

　
　
　

（
補
助
率
の
大
幅
ア
ッ
プ
）

　


　

多
目
的
防
災
ネ
ッ
ト
の
導
入
の

推
進
（
雹
や
害
虫
対
策
）

　


　

減
農
薬
・
有
機
栽
培
の
推
進

　
　
　

（
エ
コ
農
業
へ
の
支
援
強
化
）

　


　

梨
剪
定
枝
炭
化
事
業
の
改
善

　
　
　

（
利
用
率
の
向
上
）

　


　

園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理

対
策
補
助
の
充
実

　


　

産
業
廃
棄
物
対
策
の
強
化

　
　
　

（
残
土
等
の
不
法
投
棄
対
策
）

２
．
後
継
者
の
育
成
の
た
め
に

　


　

認
定
農
業
者
の
育
成
と
支
援
体

制
の
強
化
（
組
織
化
や
情
報
提

供
、
研
修
な
ど
）

　


　

若
年
農
業
者
に
対
す
る
支
援
の

強
化(
教
育
や
研
修
機
会
の
提

供)

　


　

嫁
・
婿
対
策
（
異
業
種
と
の
交

流
機
会
の
設
定
）

　


　

家
族
経
営
協
定
の
推
進
（
男
女

協
働
参
画
・
若
年
農
業
者
の
労

働
条
件
の
明
示
）

３
．
農
業
経
営
安
定
化
対
策
の
た
め
に

　


　

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
支
援
強
化

（
高
価
格
化
・
高
品
質
化
・
販

路
拡
大
へ
の
支
援
、梨
箱
・
シ
ー

ル
へ
の
産
地
表
示
の
補
助
な

ど
）

　


　

融
資
制
度
の
充
実(

必
要
な
額

を
迅
速
に
融
資
で
き
る
制
度
）

　


　

農
業
経
営
相
談
窓
口
（
相
続
税

対
策
を
含
む
）
の
充
実

　


　

農
業
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
充
実

（
職
業
訓
練
体
制
の
強
化
・
農

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
）

　


　

災
害
時
に
お
け
る
支
援
体
制
の

強
化
（
融
資
や
ポ
ン
プ
の
貸
し

出
し
な
ど
）

　


　

農
地
税
制
の
緩
和
（
宅
地
敷
内

の
農
機
具
庫
な
ど
へ
の
農
地
並

課
税
）

　


　

灌
漑
用
水
設
備
設
置
に
係
る
補

助
事
業
の
拡
大
（
２
本
目
以
上

へ
の
補
助
）

　


　

害
虫
・
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の

強
化(

捕
獲
用
具
の
貸
し
出
し

な
ど)

　


　

遊
休
農
地
対
策
の
強
化
（
整
備

費
の
補
助
な
ど
）
と
利
用
集
積

の
拡
大

　


　

市
農
産
品
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
強

化

　


　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
指
導

　


　

利
用
集
積
の
推
進
（
遊
休
農
地

化
の
防
止
、規
模
拡
大
を
支
援
）

　


　

小
規
模
農
業
者
の
た
め
の
直
売

所
の
設
置
（
高
齢
者
や
女
性
等

小
規
模
農
業
の
振
興
対
策
）

　

農
業
施
策
に
つ
い
て

市

長

に

建

議

市長に建議書を渡す田中会長

農
業
者
年
金

「
担
い
手
積
立
年
金
」

　

農
業
者
年
金
は
、
少
子
高
齢
化

時
代
を
迎
え
、
農
業
者
の
老
後
の

生
活
の
安
定
の
た
め
、
他
の
制
度

に
は
無
い
安
心
で
き
る
制
度
で

す
。

農
業
者
年
金
制
度
の
特
徴
は
？

■

積
立
式
年
金
で
す

■

農
業
従
事
者
な
ら
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す

■

保
険
料
も
自
由
に
選
択

　
　

毎
月
の
保
険
料
を
選
択
で

き
、ま
た
見
直
し
も
で
き
ま
す
。

■

税
制
面
で
も
大
き
く
優
遇

■

保
険
料
に
手
厚
い
国
庫
助
成

　
　

農
業
者
年
金
は
国
の
保
険
料

助
成
を
受
け
ら
れ
る
唯
一
の
政

策
年
金
で
す
。

　
　

な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）

相
談
部
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
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４
．
市
民
と
の
交
流
・
協
働
で
築
く
農

業
の
た
め
に

　


　

地
産
地
消
の
推
進

　
　
　

(
学
校
給
食
へ
の
取
り
組
み
強

化)

　


　

農
道
の
整
備

　


　

農
地
を
囲
う
柵
の
美
化
と
補
助

　


　

生
産
緑
地
の
保
全
及
び
災
害
対

策
時
の
活
用

　


　

食
育
教
育
の
強
化
・
学
童
農
園

の
普
及
拡
大

　


　

農
業
者
と
市
民
の
交
流
機
会
の

拡
大
（
市
民
農
園
・
体
験
農
園
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
充
実
）

　


　

農
用
地
へ
の
理
解
を
求
め
る
看

板
の
設
置
（
農
薬
散
布
・
肥
料

へ
の
理
解
）

　


　

朝
取
り
野
菜
の
普
及
・
強
化（
食

育
・
市
民
交
流
・
小
規
模
農
業

振
興
）

　


　

都
市
農
業
振
興
条
例
の
制
定

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

市
長
が
建
議
に
回
答

　

市
川
市
長
は
、
平
成
二
〇
年
度
市
川

市
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
に
対
し
、

文
書
で
回
答
し
ま
し
た
。
回
答
文
は
紙

面
の
関
係
か
ら
別
紙
で
折
り
込
み
ま
し

た
。

田
中
会
長
が
千
葉
県
功
労
者
に

　

田
中
会
長
が
千
葉
県
知
事
か
ら
文
化

の
日
・
農
林
水
産
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
会
長
は
昭
和
六

十
二
年
、
農
業
委
員
に
選
任
さ
れ
、
平

成
八
年
か
ら
会
長
と
し
て
永
年
、
都
市

農
業
の
振
興
に
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

 

東
葛
飾
地
区
連
管
内
視
察

市
内
の
イ
チ
ゴ
園
・
花
園
へ

　

十
一
月
二
日
、
東
葛
飾
地
区
農
業
委

員
会
連
絡
協
議
会
の
管
内
視
察
が
行
わ

れ
、
国
府
台
の
太
田
い
ち
ご
園
と
大
野

町
の
石
井
花
園
に
農
業
委
員
会
会
長
さ

ん
や
県
関
係
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
、
市
川
の
農
業
に
感
心
し
て

帰
ら
れ
ま
し
た
。
太
田
さ
ん
、
石
井
さ

ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石井花園 太田いちご園

現
行
の
ま
ま
据
え
置
き

　

三
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

標
準
小
作
料
が
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。
学
識
・
地
主
・
借
主

か
ら
な
る
「
市
川
市
小
作
料
の
標
準
額

設
定
協
議
会
」
か
ら
、
据
え
置
き
と
い

う
答
申
が
な
さ
れ
、
十
一
月
の
農
業
委

員
会
総
会
で
決
定
し
た
も
の
で
す
。
標

準
小
作
料
は
、
あ
く
ま
で
目
安
で
す
。

◎市川市標準小作料額　(10 アール当たり )

農地の区分 小作料の額 備　考

一律

田 19,000 円

畑 25,000 円

樹園地 60,000 円 成園小作地に限る

但し、市街化区域内農地 (生産緑地地区は除く )は適用しない。

標
準
小
作
料

標
準
小
作
料



いちかわし農業委員会だより （４）
　

農
業
者
に
よ
る
意
見
交
換
会

　

今
年
度
も
開
催
決
ま
る

　

農
業
委
員
会
が
一
八
年
一
一
月
に
Ｊ

Ａ
市
川
市
で
開
催
し
た
「
農
業
者
に
よ

る
意
見
交
換
会
」
を
今
年
も
や
っ
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
農
業
士
等
協
会
か
ら

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
関
係
者
と

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
も
実
施
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
農
業
士
等
協
会
と
共
催
に
な

り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
の
都
市
の
農
業

経
営
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
の
あ
と
、
み
な
さ
ん
の
要
望
を
ま
と

め
、
市
長
に
提
出
し
た
「
平
成
二
〇
年

度
市
川
市
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
」

の
説
明
や
参
加
者
か
ら
の
意
見
発
表
や

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

期
日
　

二
〇
年
二
月
二
八
日
（
木
）

　

時
間
　

午
後
一
時
半
か
ら

　

場
所
　

Ｊ
Ａ
市
川
市
３
階
会
議
室

　

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
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お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
方

　

継
続
届
出
　

免
除
申
請

　
　

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

贈
与
税
・
相
続
税
の
納
税
猶
予
を
受

け
て
い
る
方
は
、
納
税
が
免
除
に
な
る

ま
で
３
年
ご
と
に
「
継
続
届
出
書
」
を

税
務
署
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
届
出
書
は
本
来
、
税
務
署
か

ら
通
知
が
来
る
も
の
で
は
な
く
、
ご
自

分
か
ら
提
出
す
る
も
の
で
す
。
従
い
ま

し
て
届
出
書
を
提
出
す
る
年
を
ご
自
分

で
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
忘
れ
ず
に
税

務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

猶
予
期
間
が
満
了
す
る
と
き
に
は
、
免

除
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
署
（
電
話

３
３
５―

４
１
０
１
）
又
は
農
業
委
員

編

集

後

記

編

集

後

記

会
事
務
局
ま
で

市
農
水
産
課
か
ら

　

梨
剪
定
枝
炭
化
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
梨
剪
定
枝
の
炭
化
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

梨
剪
定
枝
炭
化
事
業
は
、
剪
定
枝
を

処
理
す
る
だ
け
で
な
く
、
出
来
上
が
っ

た
炭
を
土
壌
改
良
剤
と
し
て
有
効
に
利

用
し
、
資
源
循
環
型
農
業
を
推
進
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
処
理
費
用
に
つ
い

て
は
市
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
水
産
課
ま
で
。

　

農
業
新
聞
の
ご
購
読
を

 

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
全
国
農
業
会

議
所
が
刊
行
し
て
い
る
農
家
の
た
め
の

情
報
誌
で
す
。
み
な
さ
ま
も
ご
購
読
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月

額
６
０
０
円
（
送
料
込
み
）
購
読
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
年
は
農
業
委
員
の
改
選
の
年
で
す

　

わ
が
国
は
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
少
子

高
齢
化
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
人
間
の
世
界
だ

け
の
話
の
よ
う
で
す
。
と
り
わ
け
、
今

年
の
干
支
の
ね
ず
み
は
、
子
沢
山
だ
そ

う
で
す
。「
貧
乏
子
だ
く
さ
ん
」
と
は

言
い
ま
す
が
、
ね
ず
み
さ
ん
に
限
っ
て

は
蓄
え
上
手
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

昨
年
の
イ
ノ
シ
シ
と
は
う
っ
て
変

わ
っ
て
、
地
道
に
積
み
重
ね
る
イ
メ
ー

ジ
で
す
ね
。

　

さ
て
、
今
年
は
農
業
委
員
の
改
選
の

年
で
す
。
お
配
り
し
ま
し
た
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
は
必
ず
提
出
し
ま
し
ょ

う
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　

岡
本
　

公
一

　
　
　
　
　
　
　

竹
内
　

一
雄

　
　
　
　
　
　
　

柗
丸
　

房
雄


